
カッシー

2 自然災害に備える

5 しせいトピックス

6 まちの話題

8 新型インフルエンザ・子育ていきいき情報

9 みんなの国保・保健シリーズ

10 消防だより・くらしの相談

11 ペンリレー

香
芝
市
は
、
悠
久
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
二
上

山
の
恵
み
を
受
け
た
豊
か
な
生
活
と
歴
史
を
も

ち
、
明
る
い
未
来
社
会
に
む
か
っ
て
歩
み
つ
づ

け
て
い
る
ま
ち
で
す
。

わ
た
し
た
ち
香
芝
市
民
は
、
生
き
る
喜
び
と

や
す
ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、

こ
こ
に
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

一.

自
然
を
大
切
に
し
、

美
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一.

で
あ
い
を
大
切
に
し
、

共
に
生
き
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一.

い
の
ち
を
大
切
に
し
、

住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一.

伝
統
を
生
か
し
、

新
し
い
文
化
の
香
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一.

元
気
な「
ひ
と
」を
育
て
、

希
望
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。
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吉田清彦講師に「これは料亭の味だね！」と褒めてもらい、うれしくてたまらないといったようす。＝8月5日（水）、「中高年男性のための料理教室」
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自然災害　に備える 自然災害　に備える 

●
家
屋
の
耐
震
化
を
す
す
め
る

市
で
は
、
市
内
の
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
無
料
で
行
い
ま
す
。

募
集
要
項
に
つ
い
て
は
、
広
報
か
し
ば
お
知
ら
せ
版
８
月
号
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
家
具
や
大
型
電
化
製
品
な
ど
の
転
倒
防
止
策
を
講
じ
る

家
具
を
金
具
で
固
定
す
る
、
倒
れ
て
も
危
険
が
な
い
よ
う
家
具

の
置
き
方
を
変
え
る
な
ど
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
居
間
や
寝
室
な

ど
使
用
し
て
い
る
時
間
が
長
く
、
危
険
性
の
高
い
と
こ
ろ
か
ら
転

倒
防
止
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

●
ベ
ラ
ン
ダ
な
ど
、
落
ち
る
危
険
が
あ
る
場
所
に
は
物
を
置
か
な
い

●
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
点
検

次
の
項
目
に
ひ
と
つ
で
も
該
当
し
て
い
れ
ば
、
安
全
性
に
欠
け

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
改
善
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
ぐ
ら
つ
き
、
傾
き
が
あ
る

・
亀
裂
、
目
地
わ
か
れ
が
あ
る

・
高
さ
が
２
ｍ
を
超
え
る

・
基
礎
の
根
入
れ
（
土
の
中
に
入
っ
て

い
る
部
分
）
が
30
㎝
未
満
で
あ
る

・
控
壁
が
な
い
、
ま
た
は
控
壁
の
間
隔
が
３
・
４
ｍ（
ブ
ロ
ッ
ク
８

個
）を
超
え
る

＊
意
外
と
重
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
１
個
（
幅
39
×
高
さ
19
×
厚
さ
10
㎝
）

は
、
重
さ
約
10
㎏
で
す
。
鉄
骨
な
ど
を
入
れ
て
、
４
段
・
15
列
の

ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
造
る
と
、
１
・
２
ｔ
も
の
重
さ
に
な
り
ま
す
。

●
避
難
路
を
確
保
す
る

出
入
口
や
通
路
に
は
物
を
置
か
な
い
。
ま
た
ガ
ラ
ス
が
割
れ
、

靴
に
入
る
と
履
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
の
で
、
下
駄
箱
に
ガ
ラ

ス
な
ど
の
置
物
は
置
か
な
い
ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

持
出
品
は
な
る
べ
く
軽
量

で
コ
ン
パ
ク
ト
に
し
、
い
ざ

と
い
う
時
に
で
き
る
だ
け
持

ち
出
し
や
す
い
安
全
な
場
所

に
保
管
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

（
重
さ
の
目
安
は
男
性
で
15

㎏
、
女
性
で
10
㎏
ほ
ど
）

◆
非
常
食
の
選
び
方

食
料
は
３
日
分
、
飲
料
は

１
日
３
リ
ッ
ト
ル
必
要
で
す
。

・
常
温
で
長
期
保
存
で
き
る

・
調
理
不
要

・
か
さ
ば
ら
な
い

・
カ
ロ
リ
ー
・
栄
養
価
が
あ
る

・
お
年
寄
り
か
ら
子
供
ま
で

食
べ
ら
れ
る

◆
被
災
後
に
あ
る
と
便
利
な

も
の

・
ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や

使
い
捨
て
カ
イ
ロ
、
着
替
え

な
ど

・
ラ
ッ
プ
フ
ィ
ル
ム
は
包
帯

代
り
に
も
な
り
ま
す

・
紙
お
む
つ
な
ど
家
族
構
成

に
よ
り
必
要
な
も
の

◆
賞
味
・
消
費
期
限
の
確
認

非
常
食
や
飲
料
水
の
賞
味

期
限
、
懐
中
電
灯
や
携
帯
ラ

ジ
オ
の
電
池
、
使
い
捨
て
カ

イ
ロ
な
ど
の
消
費
期
限
を
今

一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

非常持出品（主なもの）
非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備

地
震
に
備
え
る

地
震
に
備
え
る

非常食　飲料水 

救急薬品・ 
常備薬 

衣類　生活用品　衛生用品 

貴重品 
ヘルメット 

（または防災ずきん） 

携帯ラジオ 

懐中電灯 

控壁

日本全国で多大な被害をもたらす地震や風水害が発生してい
ます。本市でも、「東南海・南海地震」や「中央構造線断層帯」
を震源とする地震発生の可能性が指摘されているとともに、局
地的な集中豪雨による河川の増水や氾濫、土砂崩れなどの被害
がいつ発生するかわかりません。
被害を最小限に食い止めるためには、日ごろから、準備を万

全にし、まず自分の身は自分で守るということを忘れず、いざ
というときの行動を考えておくことが大切です。
9月1日は、「防災の日」、8月30日～9月5日は、「防災週間」

です。この機会に、自然災害への備えをご確認ください。
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地震と風水害対策
～備えあれば

憂いなし！～

自然災害　害　に備える 自然災害　害　に備える 

大
規
模
地
震
が
発
生
し
て
家
屋

の
倒
壊
や
損
壊
が
発
生
し
た
場

合
、
被
害
家
屋
を
対
象
に
応
急
危

険
度
判
定
や
被
害
認
定
調
査
が
行

わ
れ
ま
す
。

応
急
危
険
度
判
定

余
震
な
ど
に
よ
る
２
次
被
害
を

防
止
す
る
た
め
、
住
宅
へ
の
立
ち

入
り
や
周
辺
の
通
行
な
ど
に
対
す

る
注
意
喚
起
を
行
う
こ
と
が
目
的

で
す
。
民
間
の
建
築
士
な
ど
に

「
応
急
危
険
度
判
定
士
」
と
し
て

ご
協
力
い
た
だ
き
、
判
定
結
果
を

判
定
ス
テ

ッ
カ
ー
を

出
入
口
な

ど
見
や
す

い
場
所
に

貼
る
こ
と

で
行
わ
れ

ま
す
。

被
害
認
定
調
査

調
査
結
果
を
も
と
に
、
り
災
証

明
書
が
発
行
さ
れ
、
義
援
金
や
被

災
者
生
活
再
建
支
援
な
ど
の
公
的

な
支
援
や
損
害
保
険
な
ど
の
私
的

な
支
援
に
も
使
用
さ
れ
ま
す
。

市
で
は
、
災
害
時
の
供
給
体
制
を
強
化
す
る
た
め
、
お

持
ち
の
井
戸
を
「
防
災
井
戸
」
と
指
定
し
、
無
償
で
提
供

し
て
い
た
だ
け
る
か
た
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

「
防
災
井
戸
」に
指
定
さ
れ
た
場
合
は
、
災
害
時
に
速
や
か

に
活
用
で
き
る
よ
う「
防
災
井
戸
協
力
の
家
」の
プ
レ
ー
ト

を
提
示
し
て
、
住
所
な
ど
を
公
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

提
供
い
た
だ
け
る
か
た
は
、
市
役
所
企
画
政
策
課
ま
で

ご
連
絡
お
願
い
し
ま
す
。

関　義秀（穴虫1373）

中北靖造（下田東2－2－16）

藤田政則（良福寺784－1）

飯塚福太郎（下田西3－9－15）

岡本幸治（五位堂1－320）

安井敏善（関屋1288）

辻本博一（磯壁5－8－13）

坪内康充（今泉488－3）

嶋内勝治（尼寺2－115－2）

赤土正則（狐井303－1）

中井政友（五位堂4－359－1）

山下正弘（五ケ所617）

山下隆弘（上中640）

布施正人（畑3－721－1）

地震発生 ・まずわが身を守る　　・揺れがおさまったら、火の始末をし、脱出口を確保する

1～2分
・火元を確認、家族の安全を確認
・厚手のスリッパや靴を履く（ガラスなどの散乱物から足を守るため）

3分 ・隣近所に声をかけてください。近所に火が出ていたら初期消火を実施　　＊余震に注意！

5分
・ラジオなどで、正しい情報を確認する　　・電話はなるべく使わない
・ガス栓をしめ、ブレーカーを落とす　　・家屋倒壊の危険があれば避難

10分→3日
・隣近所みんなで協力し、消火・救出・救護活動をする　　・水・食料を確保する
・引き続き、災害情報や被害情報に注意する　　・避難所へ避難する

▼「防災井戸協力の家」に指定した
かた（敬称略）

★
い
ざ
地
震
が
発
生
し
た
ら

井
戸
を
お
持
ち
の
か
た

災
害
時
に
、
生
活
用
水
用
の

井
戸
を
提
供
く
だ
さ
い

応
急
危
険
度
判
定
と

被
害
認
定
調
査

災
害
発
生
時
に
は
、
こ
の
販
売
機
内
の
清
涼
飲
料
水
を

市
民
に
無
償
で
提
供
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
三

笠
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ

（
株
）と
飲
料
の
提
供
協
力
を
締
結

し
て
い
る
の
で
、
必
要
な
飲
料
水

を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

設
置
場
所
は
、
市
役
所
・
総
合
体

育
館
・
中
央
公
民
館
・
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
４
カ
所
で
す
。

▼

災
害
対
応
型
自
動
販
売
機

▲

◎
防
災
ま
め
知
識

みどりいろ きいろ あかいろ

判定ステッカー

市役所1階ロビー
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ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
と
も
考
え
ら
れ
る
局

地
的
な
集
中
豪
雨
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
、
狭
い
地
域
に
限
っ
て
突
発
的
に
多
量
の
雨

が
降
る
た
め
、
中
小
河
川
の
氾
濫
や
突
然
の
増
水

な
ど
、
都
市
型
水
害
の
被
害
が
深
刻
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

★
気
象
情
報
に
注
意
す
る

現
在
で
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
で
、
大
雨

や
台
風
な
ど
の
正
確
な
気
象
情
報
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
、

よ
り
詳
細
な
地
域
の
気
象
情
報
を
確
認
す
る
こ
と

も
可
能
で
す
。

【
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

h
ttp
://w

w
w
.jm
a
.g
o
.jp
/jm
a
/in
d
e
x
.h
tm
l

・
屋
根
の
ひ
び
、
割
れ
、
め
く
れ
を

点
検
す
る
。

・
雨
ど
い
の
つ
ま
り
、
継
ぎ
目
の
は

ず
れ
、
腐
食
な
ど
を
点
検
す
る
。

・
窓
ガ
ラ
ス
の
ひ
び
割
れ
、
窓
枠
の

緩
み
は
な
い
か
点
検
す
る
。

・
鉢
植
え
や
物
干
し
竿
な
ど
、
飛
散

の
危
険
の
高
い
も
の
は
室
内
へ
移
動

す
る
。

・
側
溝
に
、
ご
み
や
土
砂
が
つ
ま
っ

て
、
排
水
が
悪
く
な
っ
て
い
な
い
か
。

・
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
ボ
ン
ベ
は
、
固

定
さ
れ
て
い
る
か
。

・
懐
中
電
灯
や
携
帯
ラ
ジ
オ
を
準
備

す
る
。

・
貴
重
品
な
ど
の
非
常
持
ち
出
し
品

を
準
備
す
る
。

・
外
出
を
控
え
る
。

・
飲
料
水
・
食
料
な
ど
を
確
保
し
て

お
く
。

・
浸
水
の
お
そ
れ
の
あ
る
と
き
は
、

生
活
用
品
を
早
め
に
高
い
場
所
へ
移

動
さ
せ
る
。

・
病
人
や
乳
幼
児
、
障
害
者
な
ど
を

安
全
な
場
所
へ
移
動
さ
せ
る
。

・
気
象
情
報
を
確
認
し
、
早
め

に
避
難
す
る
。

・
荷
物
は
、
両
手
が
使
え
る
よ

う
に
背
負
う
。

・
避
難
場
所
へ
は
徒
歩
で
避
難

す
る
。

・
冠
水
時
は
マ
ン
ホ
ー
ル
や
側

溝
に
注
意
す
る
。

・
避
難
す
る
前
に
、
も
う
一
度

火
の
元
の
確
認
を
す
る
。

・
高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
か

た
な
ど
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

・
落
下
や
倒
壊
の
危
険
物
は
な

い
か
確
認
し
、
補
強
や
除
去
を

行
う
。

・
大
雨
や
台
風
の
あ
と
は
、
危

険
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
が
多
い

の
で
、
地
域
ぐ
る
み
で
協
力
し

て
安
全
に
復
旧
活
動
を
す
る
。

・
断
線
し
た
電
線
が
家
屋
な
ど

に
ふ
れ
て
い
た
ら
、
さ
わ
ら
ず

に
電
力
会
社
に
連
絡
を
す
る
。

・
活
動
時
に
は
、
ケ
ガ
を
し
な

い
よ
う
肌
を
露
出
し
な
い
服
装

で
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
す
る
。

＊
風
が
強
い
と
き
は
、
屋
根
な

ど
の
点
検
や
補
修
は
し
な
い
。

ため池治水利用施設（今池）

流域の保水能力を高めるため、
より多くの雨水を貯められるよう
既存のため池施設を一部改良し、
治水容量を確保し、徐々に川へ流
すことで、洪水時に下流域の負担
を軽くします。

雨水貯留浸透施設

敷地内に降った雨を学校のグラ

ンドや公共施設の駐車場を利用し

て、一時的に貯留します。

現在は、香芝中学校、香芝東中

学校に設置しています。

開発に伴う防災調整池施設

宅地造成などの市街地開発では

流出量が増大するため、雨水貯留

施設（防災調整池）をつくり、雨水

を一時貯留します。

風
水
害
に
備
え
る

市 の 治 水 対 策

安
全
点
検
の

注
意
事
項

避
難
時
の

注
意
事
項

洪水ハザードマップをご覧ください
浸水や土砂災害などが発生する恐れの

ある区域、災害時の避難に役立つ情報を
示していますので、日ごろから注意して
ご覧ください。

風
水
害
に
備
え
る

屋
内
で
は

屋
外
で
は



７
月
25
日（
土
）、「
人
権
を
考
え
る
香
芝

市
民
集
会
」
を
ふ
た
か
み
文
化
セ
ン
タ
ー

市
民
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

「
人
権
の
大
切
さ
、
社
会
の
あ
り
方
を
考

え
、
差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
を
共
に
つ

く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
梅
田

市
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、
１
９
９

５
年
１
月
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
、

被
災
し
た
４
人
の
大
学
生
が
、
震
災
の

体
験
や
教
訓
、
兵
庫
県
立
舞
子
高
等
学

校
環
境
防
災
科
で
学
び
あ
っ
た
「
夢
み

る
防
災
教
育
」
な
ど
の
経
験
を
と
お
し

て
夢
を
語
り
ま
し
た
。

４
人
は
現
在
、
国
際
防
災
教
育
支
援

団
体
「
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
」
で
、
ネ
パ
ー
ル
の

防
災
教
育
普
及
の
サ
ポ
ー
ト
や
、「
地
球

防
災
隊
」
で
園
児
・
保
育
士
を
目
指
す

学
生
に
、
防
災
教
育
の
新
た
な
担
い
手

を
増
や
し
、
楽
し
く
防
災
を
学
ん
で
も

ら
う
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

「
震
災
の
経
験
と
教
訓
を
い
つ
ま
で
も
忘

れ
る
こ
と
な
く
、
命
の
大
切
さ
、
語
り
継

ぐ
こ
と
の
大
切
さ
を
訴
え
な
が
ら
、
地
域

の
防
災
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る
活
動
を
続
け

て
い
き
た
い
で
す
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

市
の
ご
み
収
集
車
に
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
」
２
台
を
、
奈
良
県

で
初
め
て
導
入
し
ま
し
た
。

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
は
、

排
気
ガ
ス
中
の
窒
素
酸
化
物
（
Ｎ
Ｏ
Ｘ

）

や
粒
子
状
物
質（
Ｐ
Ｍ
）を
低
減
す
る
低

公
害
効
果
と
、
温
室
効
果
ガ
ス
で
あ
る

二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
の
削
減
効
果
が

あ
り
、
環
境
に
や
さ
し
い
車
で
す
。

今
年
３
月
に
は
、
香
芝
北
中
学
校
が

回
収
す
る
廃
食
油
を
精
製
し
た
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
を
、
ご
み
収
集
車
に

使
用
す
る
試
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
を
策

定
し
、
Ｃ
Ｏ
２

削
減
に
向
け
て
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
お
り
、
今

回
の
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の
導
入
で

も
、
環
境
対
策
が
一
歩
前
進
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
環
境
に
配
慮
し
た
生
活

の
実
践
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
ご

み
の
減
量
、
適
正
な
分
別
に
よ
る
再
資

源
化
に
さ
ら
な
る
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

県下初 環境にやさしいハイブリッド収集車稼動

5 広報かしば　No.506

都
市
計
画
道
路
中
和
幹
線
及
び
関
連
す

る
道
路
、
公
園
、
用
途
地
域
、
高
度
地
区

の
計
画
変
更
案
の
内
容
に
つ
い
て
、
次
の

と
お
り
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
都
市
計
画
を
定
め
る
者

奈
良
県
、
香
芝
市

▼
変
更
箇
所

中
和
幹
線
﹇
穴
虫
（
中
和

幹
線
と
国
道
１
６
５
号
大
和
高
田
バ
イ
パ

ス
の
交
差
点
〜
田
尻
（
府
県
境
）﹈
他

▼
説
明
会
の
日
時
・
場
所

９
月
13
日（
日
）
午
後
２
時
〜

ふ
た
か
み
文
化
セ
ン
タ
ー
　
市
民
ホ
ー
ル

（
収
容
人
数
１
９
０
人
）

▼
問
合
先

・
奈
良
県
土
木
部
都
市
計
画
室

０
７
４
２
―
27
―
７
５
２
０

・
市
役
所
都
市
計
画
課

内
線
２
０
２
・
２
０
３

この大きなバッテリーがハイブリ
ッド車の特徴。走行中の運動エネル
ギーを電力としてバッテリーに蓄え
ます。

７
月
30
日
（
木
）
か
ら
、
市
内
全
域
に

ご
み
の
収
集
に
出
て
い
ま
す
。

担当者の感想
「音も静かなの
で、早朝の収集
作業には、よい
のでは。」

講
演
の
様
子
と
会
場
の
皆
さ
ん

都
市
計
画
道
路
中
和
幹
線
等
の
変
更
に
関
す
る

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

明
日
を
担
う
青
年
た
ち
の

こ
こ
ろ
・
夢
に
感
動

人
権
を
考
え
る
香
芝
市
民
集
会

期
待
さ
れ
る
低
公
害
効
果

（
同
サ
イ
ズ
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
に

比
較
し
て
）
＊
カ
タ
ロ
グ
値

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量：

25
％
低
減

Ｎ
Ｏ
Ｘ

排
出
量：

50
％
低
減

Ｐ
Ｍ
排
出
量

：

85
％
低
減
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7月18日（土）、モナミホールで市内の4中学校

が参加しました。合唱部の歌声は、梅雨の合間に

さわやかなひとときを提供し、吹奏楽部は、力強

さややさしさが表現されたすばらしい演奏を披露

し、会場の皆さんの喝采をあびていました。

誰でも気軽にスポーツを楽しめるようにと始ま

った競技。クラブ員約30名と体験者4名が、わき

あいあいと試合に励み、ここちよい汗を流しまし

た。

暑さに負けず、元気に練習する姿が各ゲ

ートボール場で見られました。県大会など

の予選も行われ、日ごろの成果を存分に発揮

していました。

会場をわかせたナイスショットに「あんなんま

ぐれやで。」と、にっこり笑顔。

今夏は雨の日が多かったですが、多い時には、

およそ1,200人が来場。お弁当を持った親子連れ

などがプール遊びを楽しみ、つかのまの涼しさを

感じていました。

小学生はスライダーに「めちゃめちゃ楽しい！」

と、何度もチャレンジしていました。

み

ん

な

の

夏
　

ど

う

過

ご

し

ま

し

た

か 
フレンドシップコンサート

ファミリーバウンドテニス大会

親子やグループで参加し、滑石という石を、サ

ンドペーパーを使っておもいおもいの形に作りま

す。オイルや水を使って表面を仕上げ、色を

塗って完成です。子どもたちは、世界にひ

とつだけの勾玉のネックレスを首からさ

げ、嬉しそうな表情を見せてくれました。

二上山博物館　勾玉づくりにチャレンジ

邦楽やオペラなどの10教室に親子で参加。初

めての体験に夢中になり、よい夏の思い出になっ

たようです。フラダンス体験では、心なごむ音楽

に合わせて１曲を踊りきり、とても楽しそうでし

た。

中央公民館　夏休み親子体験教室

総 合 プ ー ル

ゲ ー ト ボ ー ル
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子
ど
も
は
元
気
に
す
く
す
く
と
育
っ
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
や
ま
な
い
も
の
で
す
。

子
ど
も
の
か
か
り
や
す
い
病
気
と
対
応
の
仕
方
に

つ
い
て
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

か
ぜ同

じ
風
邪
で
も
、
ウ
イ
ル
ス

の
型
に
よ
っ
て
症
状
が
違
い
ま

す
。
ひ
ど
い
下
痢
に
悩
ま
さ
れ

る
風
邪
も
あ
れ
ば
、
関
節
が
痛

く
な
っ
た
り
、
胃
の
調
子
が
悪
く
な
っ
た
り
す
る
も

の
も
あ
り
ま
す
。

・
部
屋
の
空
気
が
乾
燥
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し

ょ
う
。(

呼
吸
器
の
粘
膜
を
い
た
め
な
い
た
め)

・
特
に
た
く
さ
ん
着
せ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
健
康
な
と
き
と
同
じ
に
考
え
て
よ
い
の
で
す
が
、

汗
を
か
く
の
で
、
吸
湿
性
の
良
い
肌
着
を
着
せ
ま
し

ょ
う
。）

・
消
化
の
良
い
食
べ
物
を
与
え
る
ほ
う
が
い
い
で
し

ょ
う
。（
下
痢
便
や
汗
な
ど
で
水
分
を
奪
わ
れ
る
の
で
、

番
茶
、
必
要
に
応
じ
て
イ
オ
ン
飲
料
水
な
ど
は
十
分

に
与
え
ま
し
ょ
う
。）

中
耳
炎

赤
ち
ゃ
ん
が
急
に
火
が
つ
い
た

よ
う
に
泣
き
出
し
、
あ
や
し
て
も

泣
き
や
ま
な
い
と
き
は
、
赤
ち
ゃ

ん
の
様
子
を
十
分
観
察
し
、
そ
の

と
き
に
耳
に
も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

手
を
耳
に
も
っ
て
い
こ
う
と
す
る
、
寝
か
せ
る
と

強
く
泣
き
、
抱
き
起
こ
す
と
弱
ま
る
、
耳
ダ
レ
が
出

る
な
ど
の
と
き
は
、
中
耳
炎
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

中
耳
炎
は
、
風
邪
を
ひ
い
た
と
き
や
乳
を
吐
い
た

と
き
な
ど
に
、
細
菌
が
鼻
の
奥
か
ら
耳
管
を
通
っ
て

中
耳
に
炎
症
を
お
こ
す
た
め
に
な
っ
た
り
し
ま

す
の
で
、
風
邪
を
ひ
い
た
と
き
は
耳
の
よ
う
す

に
も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

腸
重
積
症(

ち
ょ
う
じ
ゅ
う
せ
き
し
ょ
う)

こ
の
病
気
は
、
腸
の
一
部
が
急
に
重
な
り
合

っ
て
し
ま
う
た
め
に
、
激
し
い
痛
み
と
と
も
に

そ
こ
の
と
こ
ろ
で
交
通
が
閉
ざ
さ
れ
て
便
が
つ
ま

り
、
や
が
て
腸
管
の
動
き
が
悪
く
な
っ
て
ガ
ス
も
排

泄
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。
病
気
は
あ
る
日
突
然
お
こ

り
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
が
急
に
泣
き
出
し
、
吐
い
て
お
な
か
を

ひ
ど
く
痛
そ
う
に
し
ま
す
。
両
足
を
腹
部
に
ひ
き
つ

け
て
３
〜
４
分
苦
し
が
る
と
い
っ
た
ん
お
さ
ま
り
、

ま
た
同
じ
よ
う
に
痛
が
っ
て
泣
く
、
と
い
う
こ
と
を

繰
り
返
し
ま
す
。

症
状
を
み
て
、
腸
重
積
症
で
は
な
い
か
と
思
っ
た

ら
、
す
ぐ
に
医
師
の
診
察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

熱
性
け
い
れ
ん

熱
の
上
が
り
ぎ
わ
に
け
い
れ
ん
が
お
き
、
主
に
高

い
熱
を
だ
し
た
と
き
に
お
こ
し
や
す
く
、
１
歳
〜
４

歳
く
ら
い
の
子
ど
も
の
約
10
％
が
お
こ
す
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
た
い
て
い
６
歳
に
な
る
こ
ろ
に
は

自
然
に
起
こ
ら
な
く
な
る
こ
と
が
多
い
も
の
で
す
。

・
び
っ
く
り
し
て
あ
わ
て
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
ま
ず
落
ち
着
い
て
様
子
を
見
て
く
だ
さ
い
。

・
あ
わ
て
て
名
前
を
呼
ん
だ
り
、
身
体
を
ゆ
す
っ
た

り
せ
ず
に
ボ
タ
ン
、
ベ
ル
ト
、
衣
服
を
ゆ
る
め
て
、

呼
吸
が
楽
に
で
き
る
よ
う
に
さ
せ
て
様
子
を
み
ま
し

ょ
う
。

・
ど
ん
な
様
子
だ
っ
た
か
、
何
分
く
ら
い
ひ
き
つ
け

た
か
、
熱
が
あ
っ
た
か
無
か
っ
た
か
な
ど
を
、
ひ
き

つ
け
が
お
さ
ま
っ
た
ら
、
か
か
り
つ
け
医
に
状
況
を

詳
し
く
知
ら
せ
、
至
急
受
診
が
必
要
か
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
10
分
以
上
ひ
き
つ
け
る
と
き
は
至
急
病
院

へ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

気
温
の
高
い
７
月
、
８
月
に

は
発
生
が
低
下
す
る
と
予
測
さ

れ
て
い
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
は
、
国
内
感
染
者
が
５,
０

０
０
人
を
超
え
、
奈
良
県
も
患

者
の
発
生
が
続
い
て
い
ま
す
。

特
に
秋
以
降
は
、
今
以
上
に
流

行
し
、
弱
毒
性
か
ら
毒
性
の
強

い
ウ
イ
ル
ス
に
変
異
す
る
可
能

性
も
あ
る
と
の
見
解
も
だ
さ
れ

て
い
ま
す
。

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

健
康
と
安
全
を
守
る
た
め
、
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
拡

大
の
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
引
き
続

き
感
染
予
防
に
努
め
て
い
た
だ

き
、
正
確
な
情
報
に
基
づ
き
、

冷
静
な
対
応
を
お
願
い
し
ま

す
。ま

た
、
秋
以
降
の
流
行
の
拡

大
に
備
え
、
不
要
不
急
の
外
出

を
避
け
る
た
め
、
２
週
間
程
度

買
い
物
な
し
で
過
ご

せ
る
よ
う
に
、
食
料

品
や
日
用
品
な
ど
の

備
蓄
も
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

「
か
か
ら
な
い
」

「
う
つ
さ
な
い
」た
め
に

○
十
分
な
手
洗
い
、
う
が
い

の
徹
底

塩
素
消
毒
さ
れ
て
い
る
水

道
水
は
安
全
で
す
。
厚
生
労

働
省
や
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ

Ｏ
）
に
よ
れ
ば
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
塩
素
消
毒

に
よ
っ
て
速
や
か
に
感
染
性

を
失
い
ま
す
。
感
染
予
防
の

た
め
、
水
道
水
で
手
洗
い
・

う
が
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
咳
（
せ
き
）
エ
チ
ケ
ッ
ト
の

徹
底

○
マ
ス
ク
の
着
用

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
様
症
状

（
38
度
以
上
の
発
熱
が
あ
り
、

せ
き
や
の
ど
の
痛
み
が
あ
る
）

の
あ
る
か
た
は
、
直
接
受
診

し
な
い
で
、
一
般
医
療
機
関

ま
た
は
県
発
熱
相
談
セ
ン
タ

ー[

０
７
４
２
―
27
―
８
６

５
８]

へ
、
ま
ず
電
話
し
て
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先：

香
芝
市
緊
急
危

機
管
理
対
策
本
部
（
企
画
政

策
課
内
）

内
線
３
２
２

★電子メール｢子育て･虐待悩みの相談｣メールアドレス kosodate@city.kashiba.lg.jp

あわてないで子どもの病気

お
医
者
さ
ん
の
か
か
り
方

○
39
℃
以
上
の
高
熱
。
ひ
ど
く
機
嫌
が
悪
い
。
ぐ

っ
た
り
し
て
い
る
。
け
い
れ
ん
が
５
分
以
上
続
い

た
り
、
意
識
が
も
ど
ら
な
い
。
お
し
っ
こ
の
量
が

減
っ
た
。
便
に
赤
い
血
が
ま
じ
る
。
が
あ
る
場
合

は
す
ぐ
に
お
医
者
さ
ん
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

○
重
症
に
な
る
ま
で
に
診
療
時
間
内
に
受
診
で
き

る
よ
う
お
子
さ
ん
の
状
態
を
よ
く
観
察
し
、
か
か

り
つ
け
医
を
き
め
て
早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

新型インフルエンザ感染予防の励行市
で
は
、「
総
合
計
画
」
及
び
「
地
域

福
祉
計
画
」
策
定
の
た
め
の
市
民
意

識
調
査
を
、
無
作
為
に
選
ば
せ
て
い

た
だ
い
た
２,
０
０
０
名
の
か
た
を
対

象
に
、
郵
送
に
よ
り
実
施
し
て
い
ま

す
。調

査
の
回
答
が
お
済
み
で
な
い
場

合
は
、
ぜ
ひ
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
先

・
総
合
計
画
に
関
す
る
市
民
意
識
調

査
　
市
役
所
企
画
政
策
課
　

内
線

３
２
１

・
地
域
福
祉
計
画
に
関
す
る
市
民
意

識
調
査
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
社
会

福
祉
課
　

79
―
７
１
５
１

市
民
意
識
調
査
ご
協
力
の
お
願
い
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昨
年
の
健
診
結
果
で
『
動
機
付
け
支
援

レ
ベ
ル
』
と
判
定
さ
れ
、
特
定
保
健
指
導

を
受
け
ら
れ
た
か
た
の
体
験
記
を
紹
介
し

ま
す
。

昨
年
末
、
メ
タ
ボ
診
断
結
果
を
受
け
、

少
時
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
正
直
言
っ
て
当

初
は
、「
歩
く
」
こ
と
で
、
こ
ん
な
に
う
ま

く
い
く
と
は
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
。
し

か
も
、
朝
の
二
時
間
程
度
で
。

長
年
の
運
動
不
足
で
筋
力
が
衰
え
て
お

り
、
歩
き
始
め
の
１
〜
２
週
間
く
ら
い
は

手
さ
ぐ
り
で
、
目
的
場
所
も
バ
ラ
バ
ラ
で
、

た
だ
歩
数
か
せ
ぎ
に
甘
ん
じ
て
い
ま
し

た
。１

カ
月
ほ
ど
経
過
し
て
、
歩
く
コ
ー
ス

を
色
々
変
え
、
体
調
、
天
候
な
ど
に
合
わ

せ
て
速
度
も
変
化
さ
せ
ら
れ
る
様
に
な

り
、
脚
力
も
つ
き
だ
し
た
よ
う
で
し
た
。

幸
い
冬
場
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
歩

き
に
は
好
都
合
で
、
か
な
り
遠
方
ま
で
出

掛
け
る
こ
と
が
出
来
た
の
も
良
か
っ
た
。

体
重
も
教
わ
っ
た
通
り
順
調
よ
く
下
が
り

始
め
、
ま
す
ま
す
意
欲
的
に
取
組
む
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
２
カ
月
半
ご
ろ
か
ら
で

し
た
。
目
的
地
ま
で
の
所
要
時
間
、
歩
数

を
メ
モ
し
て
、
そ
の
都
度
、
数
値
目
標
を

設
定
し
た
結
果
、
単
に
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

以
外
に
歩
幅
の
広
が
り
、
姿
勢
も
整
い
、

自
然
と「
速
歩
」が
身
に
つ
き
始
め
ま
し
た
。

毎
日
午
前
中
の
日
課
と
し
て
、
ほ
と
ん

ど
休
む
こ
と
も
な
く
歩
き
続
け
ら
れ
た
の

は
、
雨
降
り
が
少
な
か
っ
た
お
陰
も
あ
り
、

ま
た
何
か
記
録
へ
挑
戦
し
て
い
る
よ
う
な

使
命
感
め
い
た
も
の
に
突
き
動
か
さ
れ
て

い
た
感
じ
も
あ
り
ま
し
た
。

毎
朝
「
健
康
手
帳
」
へ
歩
数
・
体
重
・
血

圧
な
ど
の
数
値
記
入
、
折
れ
線
グ
ラ
フ
化

し
た
こ
と
も
大
き
な
励
み
に
な
っ
た
こ
と

は
事
実
で
す
。

具
体
的
数
値
目
標
を
持
っ
て
取
組
め
た

の
も
、
講
義
で
教
え
て
い
た
だ
い
た
「
食

事
」・「
運
動
」な
ど
の
理
論
的
裏
付
け
の
お

陰
で
、
大
い
に
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
習
慣
化
し
た
継
続
性
の
大
切
さ
も

身
を
持
っ
て
体
験
し
、
痛
感
し
ま
し
た
。

「
食
事
」面
で
は
、
分
析
し
て
い
た
だ
い

た
結
果
、
私
の
場
合
、
摂
取
カ
ロ
リ
ー
と

必
要
カ
ロ
リ
ー
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
日
々
の
間
食
、
外
食
な
ど
を
極

力
控
え
、
腹
八
分
目
を
心
掛
け
る
よ
う
努

め
ま
し
た
。

「
体
調
管
理
」面
で
は
、
睡
眠
は
早
寝
早

起
で
平
均
八
時
間
を
と
り
、
起
床
後
朝
食

前
ま
で
に
、
血
圧
・
体
重
測
定
と
ラ
ジ
オ

体
操
を
済
ま
せ
、
そ
の
日
の
体
調
と
天
候

な
ど
で
服
装
、
行
動
計
画
を
組
み
立
て
て

い
ま
す
。
ま
た
、
私
の
場
合
の
血
圧
は
、

白
衣
性
高
血
圧
で
、
こ
こ
一
年
、
毎
朝
起

床
後
と
晩
就
寝
前
と
に
測
定
し
そ
れ
を
グ

ラ
フ
化
し
て
記
録
し
て
い
ま
す
。

実
践
五
カ
月
間
の
成
果
は
、
体
重
７
・

５
㎏
減
（
68
・
５→

61
・
０
）
、
腹
囲
８
㎝

減（
87→

79
）と
な
り
、
お
陰
で
目
標
を
大

き
く
上
ま
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

特
定
保
健
指
導
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
！

広報かしば　No.506

退職者医療制度－会社を退職して国保に加入しているかた－

会
社
な
ど
を
退
職
し
て
、
年
金
（
厚
生

年
金
な
ど
）
を
受
給
す
る
こ
と
の
で
き
る

65
歳
未
満
の
人
と
そ
の
被
扶
養
者
は
、「
退

職
者
医
療
制
度
」
で
医
療
を
受
け
ま
す
。

受
け
ら
れ
る
給
付
や
、
保
険
料
な
ど
は
一

般
の
国
保
と
同
じ
で
す
。

①
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
か
た

②
65
歳
未
満
の
か
た

③
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
な
ど
の
年
金
の

受
給
権
が
あ
る
か
た
で
、
そ
の
加
入
期
間

が
20
年
以
上
、
ま
た
は
40
歳
以
上
か
ら
10

年
以
上
あ
る
か
た

年
金
の
受
給
権
の
発
生
し
た
日
が
、
退

職
被
保
険
者
と
な
る
日
で
す
。

退
職
者
医
療
制
度
の
適
用
を
受
け
る
か

た
に
つ
い
て
は
、
受
給
資
格
が
確
認
で
き

た
時
点
で
、
個
人
宛
に
通
知
し
て
い
ま
す
。

年
金
証
書
が
届
い
た
場
合
や
保
険
医
療
課

か
ら
該
当
通
知
が
届
い
た
ら
、
速
や
か
に

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
今
後
新
た
に
国
民
健
康
保
険
に

加
入
す
る
か
た
で
上
記
の
条
件
を
満
た
し

て
い
る
場
合
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入

手
続
き
の
際
に
年
金
証
書
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

既
に
国
保
の
資
格
を
取
得
し
て
い
る
か

た
・
・
・
年
金
証
書
・
保
険
証
・
印
か
ん

新
た
に
国
保
の
資
格
を
取
得
さ
れ
る
か

た
・
・
・
被
用
者
保
険
の
資
格
喪
失
証
明
書

な
ど
・
年
金
証
書
・
印
か
ん
・
免
許
証
な
ど

必
ず
届
け
出
を
！

退
職
者
医
療
制
度
は
、
本
人
の
自
己
負

担
金
と
保
険
料
の
ほ
か
、
職
場
の
健
康
保

険
な
ど
か
ら
の
拠
出
金
が
財
源
と
な
っ
て

い
ま
す
。
退
職
者
医
療
制
度
で
医
療
を
受

け
ら
れ
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
届
け
出
が

な
い
と
、
拠
出
金
で
負
担
す
る
べ
き
医
療

費
分
ま
で
国
保
が
負
担
す
る
こ
と
に
な

り
、
医
療
費
の
増
大
を
招
き
ま
す
。
み
な

さ
ん
の
負
担
軽
減
の
た
め
に
も
、
対
象
と

な
っ
た
ら
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
高
額
療
養
費
特
別
支
給
金
に
つ
い
て

平
成
21
年
１
月
か
ら
、
75
歳
到
達
に
よ

り
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
に

な
っ
た
か
た
は
、
誕
生
月
の
高
額
療
養
費

の
自
己
負
担
限
度
額
が
見
直
さ
れ
、
健
康

保
険
制
度
と
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
そ

れ
ぞ
れ
本
来
額
の
２
分
の
１
の
額
が
適
用

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。（
１
日
生
ま

れ
の
か
た
を
除
く
。）今
回
、
特
例
に
よ
り

見
直
し
措
置
が
平
成
20
年
４
月
に
さ
か
の

ぼ
り
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

支
給
す
べ
き
給
付
金
が
あ
る
か
た
に
は
、

後
日
、
保
険
医
療
課
か
ら
お
知
ら
せ
を
送

付
す
る
予
定
で
す
。

み
ん
な
の

国
保

★
８
月
31
日
は
香
芝
市
国
民
健
康
保
険
料
第
２
期
の
納
期
限
で
す
。
保
険
料
は
必
ず
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

対
象
者
は
？

対
象
と
な
る
日
は
い
つ
？

手
続
き
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

必
要
な
も
の
は
？

◆
高
額
・
介
護
合
算
療
養
費
制
度
に
つ
い
て

世
帯
内
の
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
の
か
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

加
入
者
全
員
が
、
１
年
間（
毎
年
８
月
〜

７
月
末
日
）に
支
払
っ
た
医
療
保
険
と
介

護
保
険
の
自
己
負
担
額
を
合
計
し
、
基

準
額
を
超
え
た
場
合
に
、
そ
の
超
え
た

金
額
を
支
給
す
る
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
か
た
に
は
、
12
月
以
降

に
お
知
ら
せ
を
送
付
す
る
予
定
で
す
。

今
年
度
も
健
診
結
果
で
対
象
と
な
っ

た
か
た
に
は
、
案
内
を
通
知
し
て
い
ま

す
。
特
定
保
健
指
導
で
は
、
６
カ
月
間

個
人
に
合
っ
た
支
援
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
１
人
で
は
で
き
な
い
こ
と
も

支
援
が
あ
れ
ば
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
脱

出
の
た
め
、
ぜ
ひ
特
定
保
健
指
導
を
活

用
し
ま
し
ょ
う
。

「
メ
タ
ボ
脱
出
へ
の
体
験
」

Ｎ
・
Ｔ
　
69
歳
　
男
性



９
月
９
日
は
、「
救
急
の
日
」で
す
。
ま
た
、
９
月
６
日
か

ら
９
月
12
日
ま
で
は
、「
救
急
医
療
週
間
」で
す
。

香
芝
・
広
陵
消
防
組
合
で
は
、「
救
急

医
療
週
間
」に
先
立
ち「
応
急
手
当
・
健

康
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）を
使
用
し
て

の
心
肺
蘇
生
法
や
、
保
健
師
に
よ
る
血

圧
測
定
、
健
康
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
救
急
業
務
や
救
急
医

療
に
関
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、

大
切
な
命
を
守
る
た
め
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

用
方
法
を
含
め
た
応
急
手
当
を
身
に
つ

け
ま
し
ょ
う
。

◆
日
時

９
月
５
日（
土
）
午
前
10
時
〜
正
午

◆
場
所

エ
コ
ー
ル
・
マ
ミ
北
館「
セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ー
ト
」

◆
内
容

・
応
急
手
当
コ
ー
ナ
ー

・
保
健
師
に
よ
る
血
圧
測
定
コ
ー
ナ
ー

健
康
相
談

香
芝
・
広
陵
消
防
組
合
の
消
防
副
士
長
　
辻
岡
栄
亮
が
、

第
32
回
救
急
救
命
士
国
家
試
験
に
合
格
し
、
当
組
合
で
の

22
人
目
の
救
急
救
命
士
と
な
り
ま
し
た
。
８
月
中
に
実
施
さ

れ
る
病
院
実
習
を
終
え
る
と
、
救
急
救
命
士
と
し
て
の
業
務

を
開
始
し
ま
す
。
当
組
合
で
は
、
複
雑
多
様
化
す
る
救
急
業

務
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
救
急
救
命
士
の
増
員
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

10平成21年8月21日

消費生活相談 毎週火曜日／午前10時～正午・午後1時～3時（火曜日が祝日の場合翌日）／市役所会議室棟会議室
電話でも相談を受け付けています。お気軽にご相談ください。 76－2001(代)

２
０
１
１
年
７
月
24
日
ま
で
に
、
今
ま
で
の
テ

レ
ビ
放
送(

地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送)

は
終
了
し
ま
す
。

そ
れ
ま
で
に
、
ご
家
庭
の
テ
レ
ビ
を「
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
」(

地
デ
ジ)

対
応
に
か
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

地
デ
ジ
を
見
る
に
は
・
・
・
・
・

①
新
し
く
テ
レ
ビ
を
買
い
か
え
る
か
た

「
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
」と
指
定
し
て
買

い
ま
し
ょ
う
。
地
デ
ジ
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
テ
レ
ビ
に
は
、
マ
ー
ク
が
つ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
マ
ー
ク
が
地
上
デ
ジ
タ

ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
搭
載
の
商
品
の

目
印
で
す
。

テ
レ
ビ
を
か
え
る
こ
と
で
、
ア
ン
テ
ナ
を

か
え
な
い
と
い
け
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
販
売
店
と
よ
く
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

②
今
の
テ
レ
ビ
を
引
き
続
き
使
い
た
い
か
た

お
手
持
ち
の
テ
レ
ビ
に「
地
上
デ
ジ
タ
ル

チ
ュ
ー
ナ
ー
」
を
つ
け
れ
ば
、
地
デ
ジ
の
番

組
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
地
上
デ
ジ
タ

ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
は
、
電
気
店
で
購
入
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
映
像
の
き
れ
い
さ
は
、
お
手

持
ち
の
テ
レ
ビ
と
同
等
に
な
り
ま
す
。

③
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
利
用
し
て
い
る
か
た

ま
ず
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
会
社
に
問
い
合

わ
せ
ま
し
ょ
う
。
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
会
社
に

よ
っ
て
、
地
デ
ジ
対
応
の
時
期
や
必
要
な
手

続
き
が
異
な
り
ま
す
。

テ
レ
ビ
の
地
デ
ジ
対
応
や
ア
ン
テ
ナ
交
換

な
ど
を
口
実
と
し
た
詐
欺
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
な
手
口
の
詐
欺
で
す
。

「
テ
レ
ビ
局
職
員
」「
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
受
信

対
策
員
」を
名
乗
っ
て
自
宅
を
訪
問
し
、
受
信
工
事

や
テ
レ
ビ
の
調
整
の
代
金
の
支
払
を
求
め
る
。

→

テ
レ
ビ
局
な
ど
が
こ
の
よ
う
な
お
金
の

支
払
い
を
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お

金
を
請
求
す
る
の
は
ニ
セ
者
で
す
。

総
務
省
や
テ
レ
ビ
局
の
名
前
が
書
か
れ
た

手
紙
が
届
き
、「
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
切
り

か
え
助
成
金
」が
支
給
さ
れ
る
の
で
、
手
数

料
の
支
払
を
す
る
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

→

こ
の
よ
う
な
助
成
金
は
あ
り
ま
せ
ん

し
、
手
数
料
の
支
払
い
を
求
め
る
こ
と
も
あ

り
ま
せ
ん
。
ニ
セ
の
助
成
金
案
内
状
で
す
。

☆
地
デ
ジ
対
応
で
、
総
務
省
、
テ
レ
ビ
局
、

そ
の
他
関
係
機
関
が
お
金
を
請
求
す
る
こ
と

は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
請
求

を
受
け
て
も
す
ぐ
に
支
払
っ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。お

か
し
い
な
と
思
っ
た
ら
、
消
費
生
活
相

談
窓
口
、
警
察
署
、
近
畿
総
合
通
信
局（
総

務
省
の
地
域
機
関
）[
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―
６
９
４
２
―

０
８
２
０
　
受
付：

平
日
午
前
８
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
５
時
15
分]

へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

訂
正

広
報
７
月
号
掲
載
く
ら
し
の
相
談

（
平
成
20
年
度
消
費
生
活
相
談
概
要
）の
表
中

（
誤
）
そ
の
他
（
消
費
生
活
相
談
に
該
当
し

な
い
も
の
）
25
％

（
正
）
そ
の
他
の
内（
消
費
生
活
相
談
に
該
当
し
な

い
も
の
）
５
％

応
急
手
当
・
健
康
相
談
会
を
開
催

「
愛
す
る
人
を
救
う
の
は
、
あ
な
た
で
す
」

地デジであなたをだます詐欺にご注意！

新
た
に
救
急
救
命
士
が
誕
生
！
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「ペンリレー」は皆さんで作ってい

ただくコーナーです。題名は特

に定めていません。日ごろ感じ

ていること、体験したことなど

を自由に発言してください。次

回のかたは、執筆者から選んで

登場願います。

◆広告掲載の問合先〈広告代理店〉
（株）奈良新聞企画　 0742－22－6151

感謝の心

昨年の1月28日、私の父は首の頸椎を骨折する大きな

けがをしました。

思いもしなかった長い入院生活が始まりました。治療

をして良くなったとしても、車椅子の生活になるだろう

と先生からお話しがあり、家族みんなでがんばるしかな

い、支え合っていこうと思いました。

そんな日々を過ごしているとき、父の友人、叔母さん

夫婦、私の友人など知り合いの皆さんが毎日のようにお

見舞いに来てくださり、少しでも良くなるようにと応援

していただきました。ほんとうに感謝の気持ちでいっぱ

いです。一年間いろいろとお世話になり、ありがとうご

ざいました。

皆さんのお力を頂き、父は12月30日に退院することが

できました。心配していたより経過は良く、夢のようで

すが、今では杖を使って歩けるまでになりました。父も、

辛くてきついリハビリをほんとに良くがんばったと思い

ます。70歳という年齢を考えても、奇跡的な事であった

と思います。

これからは、オマケの人生、皆さんに感謝する心を忘

れず、母と二人楽しく暮らしていってもらいたいです。

また、一緒にドライブ行こうね。

市のようす …7月末日現在…

人　口　74,952人（前月比+95）
男36,130人／女38,822人

世帯数　27,048世帯（前月比＋53）

長
い
梅
雨
が
明
け
て
も
、
今
年

の
夏
は
雨
の
日
が
多
い
で
す
ね
。

し
か
し
、
８
月
は
夏
祭
り
や
ス

ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
イ
ベ
ン
ト
が
盛

り
だ
く
さ
ん
で
す
。
市
の
行
事
や

体
験
教
室
に
も
た
く
さ
ん
の
か
た

が
参
加
し
て
く
だ
さ
り
、「
楽
し
か

っ
た
よ
！
」
と
い
う
声
を
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
う
れ

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

た
っ
ぷ
り
汗
を
か
い
た
日
は
、

つ
い
つ
い
、
お
そ
う
め
ん
の
よ
う

な
冷
た
い
も
の
ば
か
り
食
べ
た
く

な
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
こ
そ
、
夏

バ
テ
し
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
食

べ
て
、
体
力
を
つ
け
る
よ
う
心
が

け
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
ね
。
油
断

し
て
、
夏
か
ぜ
な
ど
引
か
な
い
よ

う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
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桑
原
恵
津
子
さ
ん

◆311

次回は中川さんにリレーされます。
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